








ディグリーポリシー

“ビッグデータ”科学を活用してエネルギーデバイス/システム/シナリオについての研究 ・ 開発を行い、

新しいエネルギー社会をデザインし、 変革を駆動する人材

エネルギー ・ 情報卓越教育課程の全ての修了要件を満たし、 更に自身の所属する専門分野における博士学位審査に合格した者は、

博士(理学)、 博士(工学)、 博士(学術)のいずれかの学位に「エネルギー ・ 情報卓越教育課程」の修了を付記する

多元的エネルギー学理のスコープ

エネルギーデバイス、システムに関する知識

の分解とアナロジーより類型化（再体系化）

された多元的エネルギー学理に関する学識

（深い専門性）を有する人材

ビッグデータ科学のスコープ

AI解析やデータ科学を具体的に活用

し、自らのエネルギー関連専門分野に

適用できる能力（専門性やスキル）を

有する人材

社会構想のスコープ

新規事業創造、 ファイナンス、 マーケティング、 政策論、 計量経済学等の

社会科学的知識やスキルを有し、自らの研究開発や事業設計の社会的経済的

価値について他者に説得的に説明し巻き込む力を兼ね備え、 グローバルに

リーダーシップを発揮できる能力（専門性や人間性）を有する人材

❶「InfoSyEnergyエネルギー学理科目群」から４単位以上修得すること

❷「InfoSyEnergyビッグデータ科学科目群」から４単位以上修得すること

❸「InfoSyEnergy社会構想科目群」から選択必修科目１単位以上を含めて合計４単位以上修得すること

❹「InfoSyEnergy卓越実践科目群」から必修科目１単位，選択必修科目１単位以上を含めて合計４単位以上修得すること

❺最終審査に合格すること。

修 了 ま で の 流 れ

修

了

要

件

マ ル チ ス コ ー プ ・ エ ネ ル ギ ー 卓 越 人 材

企業における新たな

　事業の企画・立案・推進 ＊2

ベンチャー起業による

　社会の革新 ＊1

大学・研究機関における

　未来社会創造の牽引 ＊3
人材像

専門力
（Expertise）

卓越人材
（Professional）

卓越実践
（Practicum）

卓越基盤
（Fundamental）

プ ロ グ ラ ム 学 生 選 抜  （修士から登録した場合のモデル）

＊各キャリアパスに対応して選択必修

修士論文研究

博士論文研究

修 士 論 文
3スコープの学術的な理解

SG1達成度（中間）評価

博 士 論 文
3つのスコープについて多角的な評価

最終審査達成度（修了）評価

InfoSyEnergy

エネルギー学理科目群

エネルギーイノベーション

協創プロジェクト

4 単 位

エネルギー基礎学理 1・2

エネルギーマテリアル論 1・2

エネルギーデバイス論 1・2

エネルギーシステム論 等

InfoSyEnergy

ビッグデータ科学科目群

基盤データサイエンス

基盤人工知能　等

4 単 位

エネルギー

ビッグデータ科学演習 等

InfoSyEnergy

社会構想科目群

4 単 位

▪価値創造のためのマーケティング

▪エネルギー市場の

　ファイナンスとデータ分析

▪経済開発とエネルギー政策、

　エネルギーシステム経済論 等

チーム型
共同研究推進

チーム型
共同研究推進

全連携機関が参加
（企業メンター、国際メンター）

InfoSyEnergyプロダクトサービスデザイン ＊1

プロフェッショナルと価値創造 ＊2

InfoSyEnergy政策立案ワークショップ ＊3

InfoSyEnergy

卓越実践科目群

4 単 位

InfoSyEnergy共同研究プロジェクト

InfoSyEnergy国際フォーラム

InfoSyEnergy国際フィールドワーク

InfoSyEnergyアウトリーチ

研究の社会的意義や価値の把握

SG2社会構想スコープ達成度評価
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副代表

後藤 美香 ／ 日髙 一義 ／ 多湖 輝興 ／ 下山 裕介

木村 好里 ／ 大友 順一郎 ／ 篠田 浩一

エネルギー・情報卓越教育院運営委員会

教育院長：伊原 学

副教育院長：末包 哲也

副教育院長：後藤 美香

学　長

全体責任者：益 一哉

企画立案執行組織

（教育・国際連携本部、

研究・産学連携本部等）

事 務 局

（学務部、研究推進部等）

エネルギーコース

マネジメント業務統括室

一橋大学
リベラルアーツ

研究教育院

▪教授・准教授：70名以上 ▪会員機関（企業、自治体・公的機関、世界トップ大学)

代　　表

伊原 学

統括副代表

末包 哲也

グローバルリーダー力

涵養委員会

委員長：多湖 輝興

東京工業大学 ／ 企業プログラム担当者

（コンソーシアム会員企業 ／ 国際連携機関）

ビッグデータ科学スコープ

涵養委員会

委員長：小野 功

東京工業大学 ／ 企業プログラム担当者

（コンソーシアム会員企業 ／ 連携機関） 

社会構想スコープ

涵養委員会

委員長：日高 一義

東京工業大学 ／ 一橋大学 ／ 企業プログラム担当者

（コンソーシアム会員企業 ／ 自治体）

多元的エネルギー学理スコープ

涵養委員会

委員長：木村 好里

東京工業大学 ／ 企業プログラム担当者

（コンソーシアム会員企業 ／ 連携機関） 

エネルギー ・ 情報卓越教育院 （2020.12.1設置）

InfoSyEnergy研究/教育コンソーシアム

ガバニングボード

益学長、各理事・副学長、各学院長、研究教育院長、研究院長

リーダーシップ教育院
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学生募集

エネルギー ・ 情報卓越教育院では、 登録学生となるための選抜と、 社会人学生を対象とした準登録学生となるための選抜の２種類の

選抜を実施しています。

年度により変動する場合がありますので、 詳細やスケジュールはホームページでご確認ください。

【 対象者 】

本学の修士課程または専門職学位課程在籍中にエネルギーコース開講の第3-4Q「エネルギーイノベーション協創プロジェクト」での

審査が可能な学生

登録学生選抜

エネルギー ・ 情報卓越教育院の登録学生となるための選抜は、 ２段階で実施しています。

1 年２回（前学期、 後学期に実施）

選抜方法 ： 書類審査

2 年１回（後学期に実施）

選抜方法 ： 書類および「エネルギーイノベーション協創プロジェクト」での研究発表による審査、 また必要に応じて面接審査

3

【 対象者 】

本学の全学院の大学院課程(修士課程、 技術経営専門職学位課程、 博士後期課程) に所属の社会人学生

選抜方法 ： 書類審査

準登録学生選抜 （社会人学生対象）

下記のどちらかのプログラムを選択

登録候補学生の選抜

年1回（前学期に実施）準登録候補学生の選抜

登録候補学生から正規の登録学生への選抜（本選抜）

登　　　　録

当教育院が指定するイベント等に参加し、 所定の成績評価を受けて、 プログラム修了証の取得を目指す。

少なくとも５つのイベントに参加し、 報告書を提出することが必要である。※修了証取得を目指す

自らのスキルアップのため、 InfoSyEnergy研究/教育コンソーシアム主催の参加対象イベント等から自由に選択し、 参加。

※修了証は発行されません　

InfoSyEnergy 社会人学生 — 特別認定プログラム

InfoSyEnergy 社会人学生 — 自由参加プログラム
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